
§1．典型的な証明

問 下図で =ab−cd …(Ⅰ) を示せ。

上記の問題に対する典型的な解法が以下です。

典型的な証明

図 1のように三角形の外接円を考え を設定する

と


a：(+)=：b (図 2で打点部三角形の相似より)

=cd (図 3で方べきの定理より)

から


ab=(+)=+ …①

=cd …②

であり②を①に代入して =ab−cd とわかる。

■

この解法は非常にスッキリしていますが，補助円

を考える点や を設定する点から自力では思いつき

にくく，また�なぜ公式が成り立つのか�というこ

とがストレートにはわかりにくいように思います。

(幾何の得意な人には

・積 abをつくる→相似をつくる→補助円

・積 cd →方べきの定理

と簡単？に発想できますが…)

そこで，もう少し自然でストレートな解法がないか

考えてみました。

§2．積→面積 を利用した証明

左の図において， ⋅ =α とすると 0<2α<2π

から sin2α0 であり =ab−cd …(Ⅰ) は

1
2
sin2α=

1
2
absin2α−

1
2
cdsin2α つまり

1
2
absin2α=

1
2
sin2α+

1
2
cdsin2α …(Ⅱ)

と同値です。ここでは (Ⅱ)を面積を用いて，図でイ

メージ的に示します。

(Ⅱ)の証明

1
2
absin2α

=

=

=

=
1
2
sin2α+

1
2
cdsin2α

となります。■
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